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学の領域での認識論と科学哲学の関係と同じように，大まかに二つに分類することができる。   
まず，最初にあげられるのが，領域普遍的な認識論を扱ったものである（e．g．，Perry，1968；  
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Ryan，1984；Schommer，1990；Kuhn，1991，1993；Hofer＆Pintrich，1997）。これは，学習者が一般的に，  
知識とはどういうものか，また知るとはどういうことなのかについて，どう考えているかを調べ  





のか，について学習者がどう考えているかを調べたものである。   
以下，それぞれの研究の内容を概観し，その発達的観点をまとめていくこととする。  
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Tablel Schommer（1990）で使用された質問の例  
学習の可能性はうまれつきのものだ   
平均的な成績の子どもは一生そのままだ  
固定した能力  
聞いたことはすぐ理解できる   
学習とは知識を構築するゆっくりとしたプロセスである（逆転項目）  
すばやい学習  
科学的研究で重要なのは、正確に測定し、注意深く作業することである   
文章の意味は、その文脈がわからなければ意味がとれない（逆転項目）  
単純な知識  
真実は変わらない   
今日の事実は明日になったらフィクションになっているかもしれない（逆転項目）  
確立した知識  
ものに分類することができる。   
前述の学習者の認識論的信念に関する研究は，知識の性質についての知識に重きがおかれてい  
た。そこでここからは，学習者の知識の獲得方法（学習観）についての知識に重点を置いた研究  
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3．先行研究の問題点   



















領域普遍的な認識論的信念の認知的活動への影書   
領域普遍的な認識論的信念が及ぼす認知的活動への影響については，Schommer（1990，1993），  




連があった。   
また，Schommeretal．（1992）では，数学のテキストの読解との関係が調べられているが，「単  




った。   
また，Qian＆AIvermann（1995）では，科学的概念の概念変化の達成テストの成績と，「すば  
やい学習」信念と「単純で確かな知識」信念は負の相関があることが示された。   
つまり，学習観に関わる「すばやい学習」信念だけでなく，「単純な知識」や「確立した知識」  
といった知識の性質に関する信念も，情報の過度な簡略化や，貧弱な理解モニタリングといった  
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学習者の認識論的信念が及ぼす科学的概念の獲得に必要な認知的活動への影響   
どの認識論的信念も，学習活動全体に関わってくる要因であるので，考慮にいれるべきである  
のは間違いないのだが，ここでは特に，科学的概念の獲得という活動において重要な役割を果た  








Table2 Chinn＆Brewer（1993）による既有知識と異なる新情報に対する7つの反応  
無視  新情報そのものを無視する反応  
拒否  新情報に信用性が無いとして、拒否する反応  
排除  新情報を違う領域を説明するためのものと位置付け、排除する反応  
一時的保持  新情報の矛盾は認識していても、一時的に保持する反応  
再解釈  既有知識と合うように、新情報を解釈しなおす反応  
周辺的理論変化 既有知識（理論）を周辺的に変化させる反応  
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